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論 文 内 容 の 要 旨 
 
第１章 序論 
 ポピュラー音楽において、歌詞はメッセージを伝えるための重要な要素である。例えば、作詞
家は聴き手にメッセージを伝えやすくするために、歌詞の段落構造に現れる「話の場面設定→回
想→主張」のようなストーリー展開を考慮することが重要であると指摘している。このような意
味をなす行や段落から成る構造を談話構造と呼ぶ。本論文の目的は歌詞の談話構造に関する様々
な仮説を定量的に検証することである。この研究に取り組む理由は３つある。（１）楽曲の音響信
号から「Aメロ→Bメロ→サビ」の構造を分析した先行研究は多数あるのに対して、歌詞の談話構
造についてデータ分析をした研究はほとんどない。（２）歌詞の談話構造とその性質を定量的に解
き明かすことは、より包括的なポピュラー音楽理論の理解につながる。（３）談話構造を数理的に
定式化することは、作詞支援や歌詞の品質評価など応用開発につながる。 
 このような動機から本論文では、歌詞の談話構造の分析とモデリングを３つの観点から行って
いる。（１）談話構造におけるフレーズの繰り返しパターンを数理的に表現し、談話セグメントの
境界を推定するモデルを提案している。（２）「愛」や「希望」などの楽曲全体を通底するテーマ
が談話構造内の潜在的な意味の遷移(ストーリー展開)に作用することを定性的・定量的に確かめ
ている。（３）テキスト解析により得られる言語情報と、音楽音響信号解析により得られる音楽情
報の関係性を分析・モデル化し、その法則性を明らかにする。 
 
第２章 歌詞情報処理 
本章では歌詞を対象とした自然言語処理技術の概要を説明する。既存研究の殆どは、歌詞の談話
構造ではなく、押韻や抑揚などの音韻的な特徴のモデル化に焦点を当てている。 
 
第３章 
本章では、歌詞の１番と２番のような似たフレーズが繰り返されやすいことに着目し、談話セグ
メントとその繰り返しパターンの関係性の定量的に分析した。本章では繰り返しパターンを表現
するために「Aメロ、Bメロ、サビ」のようなメロディの繰り返しを捉えることが可能である音楽
情報処理技術を応用し、歌詞の談話セグメントの境界を予測する確率モデルを構築した。実験を
通して、音楽情報技術的アプローチを融合することによって、予測性能が向上することを示した。
本研究は談話構造をモデル化するために、他分野と融合した点が独創的である。 
第４章 
本章では、「愛」や「希望」などの楽曲全体のテーマが、談話構造内の潜在的なトピックの遷移(ス
トーリー展開)に作用することを定性的・定量的に確かめた。テーマとトピック遷移を同時に考慮
したベイジアンモデルを構築し、1 万曲以上の歌詞から教師なし学習を行った。本研究は歌詞特
有の談話構造に基づいた潜在的な意味構造のモデリングをした研究はなく、歌詞や音楽に関する
研究全体に対して新たな貢献である。 
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第５章 
本章では、メロディと歌詞が対応づいた楽曲データを作成し、メロディと歌詞の談話構造の関係
性について定量的に分析をした。テキスト解析により得られる言語情報と、音楽音響信号解析に
より得られる音楽情報の関係性を分析し、その法則性を明らかにした。さらに、深層学習の枠組
みを活用することで、音楽として歌いやすく、文章としても正しい歌詞を自動生成する確率モデ
ルの構築をした。楽曲の言語的特徴と音楽的特徴の関係性を、大規模データから統計的に分析し
た研究は少なく、歌詞や楽曲に関する研究全体に対して新たな貢献をした。 
 
第６章 
本章では、楽曲の談話構造を考慮した世界初の作詞支援インタフェースを開発した。ユーザがメ
ロディやストーリー展開を入力するだけで、それらの条件を満たした歌詞を膨大な可能性の中か
ら自動的に生成される。さらに、ユーザは生成された歌詞の反映・修正を繰り返して試行錯誤し
ながら作詞が可能である。このように、機械に任せる部分と人間が手動で創作する部分を自由に
行き来することで、ユーザが主導権を握ったインタラクションを設計した。従来の支援技術では
数行の歌詞の創作に限定されていたが、提案インタフェースによりストーリー展開のある 1 曲分
の歌詞の創作が可能となった。 
  
第７章 結論 
 本論文では、歌詞の談話構造に関する様々な性質を数理的にモデル化し、大規模歌詞データか
らこれらの性質を読み解くことで、作詞という人間の知的行動を実世界の歌詞データから定量的
に解明するという学術的貢献を果たした。さらに、これらの談話構造モデルを応用した研究とし
て、ストーリー性を持ち、音楽として歌いやすく、文章としても正しい歌詞の自動生成手法を提
案している。また、歌詞の自動生成だけでなく、談話構造を考慮した世界初の作詞支援インタフ
ェースという新しいユーザ体験を創出しており、歌詞の談話構造のモデルの設計とその応用研究
をすることにより、歌詞情報処理の拡大を果たした。 
論文審査結果の要旨 
 
 ポピュラー音楽において、歌詞はメッセージを伝えるための重要な要素である。例えば、作詞
家は聴き手にメッセージを伝えやすくするために、歌詞の段落構造に現れる「話の場面設定→回
想→主張」のようなストーリー展開を考慮することが重要であると指摘している。このような意
味をなす行や段落から成る構造を談話構造と呼ぶ。本論文の目的は歌詞の談話構造に関する様々
な仮説を定量的に検証することである。この研究に取り組む理由は 3つある。（１）楽曲の音響信
号から「Aメロ→Bメロ→サビ」の構造を分析した先行研究は多数あるのに対して、歌詞の談話構
造についてデータ分析をした研究はほとんどない。（２）歌詞の談話構造とその性質を定量的に解
き明かすことは、より包括的なポピュラー音楽理論の理解につながる。（３）談話構造を数理的に
定式化することは、作詞支援や歌詞の品質評価など応用開発につながる。 
 このような動機から本論文では、歌詞の談話構造の分析とモデリングを３つの観点から行って
いる。（１）談話構造におけるフレーズの繰り返しパターンを数理的に表現し、談話セグメントの
境界を推定するモデルを提案している。（２）「愛」や「希望」などの楽曲全体を通底するテーマ
が談話構造内の潜在的な意味の遷移(ストーリー展開)に作用することを定性的・定量的に確かめ
ている。（３）テキスト解析により得られる言語情報と、音楽音響信号解析により得られる音楽情
報の関係性を分析・モデル化し、その法則性を明らかにしている。このように本論文では、歌詞
の談話構造に関する様々な性質を数理的にモデル化し、大規模歌詞データからこれらの性質を読
み解くことで実世界の歌詞の言語現象を定量的・定性的に分析している。さらに、これらの談話
構造モデルを応用した研究として、ストーリー性を持ち、音楽として歌いやすく、文章としても
正しい歌詞の自動生成手法を提案している。また、歌詞の自動生成だけでなく、談話構造を考慮
した世界初の作詞支援インタフェースも提案している。本論文はこれら一連の成果をまとめたも
ので全編７章からなる。 
 第 1 章は序論である。 
 第 2 章では歌詞を対象とした自然言語処理技術の概要を説明する。既存研究の殆どは、歌詞の
談話構造ではなく、押韻や抑揚などの音韻的な特徴のモデル化に焦点を当てている。 
 第 3 章では、歌詞において１番と２番のような似たフレーズが繰り返されやすいことに着目し、
談話セグメントとその繰り返しパターンの関係性を定量的に分析している。本章では、音楽信号
処理において繰り返しパターンを表現する手法である自己類似行列を歌詞の系列に応用し、歌詞
の談話セグメントの境界を予測する確率モデルを構築している。自然言語処理と音楽信号処理の
アプローチの融合によって予測性能が向上することを実験的に示した。本研究は談話構造をモデ
ル化するために異分野の技術を融合した点が独創的である。 
 第 4 章では、「愛」や「希望」などの楽曲全体のテーマが、談話構造内の潜在的なトピックの遷
移（ストーリー展開）に作用することを定性的・定量的に確かめている。本章では、テーマとト
ピック遷移を同時に考慮したベイジアンモデルを構築し、1 万曲以上の歌詞から教師なし学習を
行った結果、テーマとトピックを独立に扱うモデルよりも予測性能が高いことを実験的に示した。
歌詞特有の談話構造に基づいた潜在的な意味構造のモデリングをした研究はなく、歌詞や音楽に
関する研究全体に対して新たな貢献である。 
 第 5 章では、メロディと歌詞が対応づいた楽曲データを作成し、メロディと歌詞の談話構造の
関係性について定量的に分析をしている。テキスト解析により得られる言語情報と、音楽音響信
号解析により得られる音楽情報の関係性を分析し、その法則性を明らかにした点が高く評価でき
る。さらに、深層学習の枠組みを活用することで、音楽として歌いやすく、文章としても正しい
歌詞を自動生成する確率モデルの構築をしている。楽曲の言語的特徴と音楽的特徴の関係性を、
大規模データから統計的に分析した研究は少なく、歌詞や楽曲に関する研究全体に対して新たな
貢献をした。 
 第 6 章では、楽曲の談話構造を考慮した世界初の作詞支援インタフェースを開発している。ユ
ーザがメロディやストーリー展開を入力するだけで、それらの条件を満たした歌詞が膨大な可能
性の中から自動的に生成される。さらに、ユーザは生成された歌詞の反映・修正を繰り返して試
行錯誤しながら作詞が可能である。このように、機械に任せる部分と人間が手動で創作する部分
を自由に行き来することで、ユーザが主導権を握ったインタラクションを設計している。従来の
支援技術では数行の歌詞の創作に限定されていたが、ストーリー展開のある 1 曲分の歌詞が創作
できるインターフェースを構築したことは高く評価できる。 
 第 7 章は結論である。 
 以上、本論文は、作詞という人間の知的行動をデータから定量的に解明するとともに、自動歌
詞生成技術を用いた作詞支援という新しいインタフェースを創出したものであり、システム情報
科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
